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　 2 歳 2 カ月のときに「シートベルトをしなさ
い」と言われた際に、それを拒否したいがために
「首がかゆいからしないのよ」と言い訳できてい


























してるから大丈夫」と言って断っている。 3 歳 8
カ月で暴言を注意された際には、「どこの口が言っ
てんだ」と口のせいにする言い方が見られたが、
















































命に説明している姿も見られた。 6 歳 7 カ月で
は、人を説得して人に買わせるという言い訳が見
られるようになる。自分がミニカーを買ってもら
いたい場面でまず親に勧め、「お父さんも好きだ
言い訳をする子どもは「悪い子」なのだろうか？事
例をもとに活発な議論がなされた
14
から、何々店でミニカー買わなくちゃ」という言
い方をした。
　以上のように、加齢とともに言い訳が自分以外
のものに原因帰属をするようになってくる。途中
で、他者のせいにする時期があるが、他者のせい
にする時期から徐々に相手に薦めて相手を説得す
るような行為が出てくるようになり、理由を明確
にせずにはぐらかす手法も見られるようになる。
これは、理由を言うと、さらに追究されることが
わかってきているものと思われる。これらが、事
例のデータから気づいたことである。
　それでは、人はなぜ言い訳をするのか。それか
ら、言い訳する子どもは「悪い子」なのか。言い
訳の理由は大きく 2 つあるだろうと思われる。
　 1 つは自己維持としての言い訳、つまり自己防
衛的な、自己崩壊を起こさないための言い訳であ
る。人間には自己維持本能があり、自己崩壊を起
こさないように自分の過去の決断や行動を正当化
する理由を事後に無意識のうちに探し出す。つま
り、後悔にさいなまれないようにする仕組みを、
人間は心理的メカニズムとして持っており、言い
訳もその手段の 1 つだろうといわれている。感情
は対人関係を含む環境と自己のかかわりのなか
で、自己資源を保護するとともに自己資源の拡張
を促す適用促進システムであり、怒りや悲しみの
ネガティブ感情が有害・無益、喜びや嬉しさ・楽
しさのポジティブ感情は有益とする見解が世間一
般では浸透しているように見受けられる。実際、
人はネガティブ感情を意識化すると、その低減を
はかる行動を選択・実行したり、原因帰属過程を
評価してその意味を解釈し、自己に及ぼす脅威の
低減を試みる。ネガティブ感情への対処は意図に
反して自己資源を消耗・疲弊させる場合もある。
対自己的にも対人的にもネガティブ感情のパワー
は強力であり、それに逆らうような対処は結果と
して自己や他者を傷つける。人はネガティブ感情
を経験すると、その経験を反芻するとともに他者
に語ることが多い。他者に語ることで自分を合理
化したり、ネガティブ感情を言語化することに
よって、ワーキングメモリー容量の消耗や自己制
御力の低下を軽減させることができる。
　ワーキングメモリーは、短期記憶の 1 つで作業
記憶のことである。ワーキングメモリーの働きに
よって、私たちは何かをしながら次のことも記憶
をして同時にいろんなことができるが、ネガティ
ブ感情が働くとワーキングメモリーが疲弊するこ
とがあり、それを言語化による浄化作用で防ぐこ
とができる。ネガティブ感情を言語化させて、語
りを通して自己変容を誘導する。それが、いわゆ
る認知療法・精神分析療法・語り療法（ナラティ
ブ）という心理療法である。こうして考えると、
言い訳には自己を維持していくための効果がある
と期待される。子どもについても同様で、事例で
もそれ以上追究されて自分が悲しい思いになるこ
とを防ぐ言い訳が出てきている。
　もう 1 つは、対人交渉方略としての言い訳であ
り、相手との交渉等の手段に使えるものである。
対人交渉の方略は、発達的に見ると幼児期の最初
は一方的な抗衝動的なものだったのが、互いに相
手のことを認めて交渉する協調的な段階を踏んで
いく。今回のデータで見ると、事例の幼児の言い
訳はまだ一方的で、相手のことを認めながら交渉
するところまでは発達していない。
　相手に説得力のあるような言い訳がきちんと言
葉で言えることは対人方略としても大切である。
　大人は子どもの言い訳を否定しがちであるが、
その子どもなりの理由を聞き出すという環境を大
人が保障することも大切だと考えられる。
（文責：たざわ・かおる　聖学院大学児童学科教
授）
